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最 新 医 療 情 報

開
腹
手
術
よ
り
傷
跡
が
小
さ
く

術
後
の
痛
み
も
少
な
い
大
腸
が
ん
の
腹
腔
鏡
手
術
は

実
績
を
伸
ば
し
て
お
り
ま
す
。

大
腸
が
ん
の
腹
腔
鏡
手
術

  

現
在
、
日
本
人
の
死
因
別
死
亡
原
因
の
ト
ッ
プ
は
が
ん
（
悪
性
腫
瘍
）
で
、

と
く
に
大
腸
が
ん
の
死
亡
率
は
、男
性
で
は
肺
が
ん
や
胃
が
ん
な
ど
に
次
い
で

第
４
位
で
す
が
、女
性
は
第
１
位
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
大
学
藤
が
丘
病
院
消

化
器
・一
般
外
科
の
田
中
淳
一
教
授
は
開
腹
手
術
よ
り
小
さ
な
傷
で
手
術
が
で

き
る
腹
腔
鏡
手
術
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
、さ
ら
に
患
者
さ
ん
に
負
担
の
少
な

い
術
式
の
開
発
と
技
術
認
定
医
の
育
成
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

田
中　
大
腸
が
ん
は
進
行
度

に
よ
っ
て
ス
テ
ー
ジ
Ⅰ
～
Ⅳ

に
分
類
さ
れ
ま
す
が
、
ス

テ
ー
ジ
Ⅰ
の
早
期
が
ん
を
発

見
し
取
り
除
く
に
は
、
肛
門

か
ら
大
腸
の
内
部
に
挿
入
し

て
治
療
も
行
う
内
視
鏡
で
十

分
で
す
。
し
か
し
病
変
部
が

粘
膜
を
越
え
て
直
接
腸
の
壁

ま
で
出
て
し
ま
っ
た
り
、
リ

ン
パ
節
や
他
の
臓
器
に
も
転

移
し
て
い
る
ス
テ
ー
ジ
Ⅱ
以

上
の
進
行
が
ん
に
は
本
格
的

な
手
術
が
必
要
で
す
。

　

従
来
は
お
な
か
を
20
～
25

㎝
ほ
ど
切
開
す
る
開
腹
手
術

を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

1
9
9
0
年
代
初
頭
か
ら
お

な
か
に
４
か
所
、直
径
５
㎜
～

12
㎜
程
度
の
穴
を
開
け
て
手

術
用
具
を
入
れ
、へ
そ
の
近
く

に
あ
け
た
孔
か
ら
先
端
に
Ｃ

Ｃ
Ｄ
カ
メ
ラ
が
付
い
た
腹
腔

鏡
を
挿
入
し
て
観
察
し
な
が

ら
、
開
腹
手
術
と
同
様
に
病

変
部
を
切
除
し
、リ
ン
パ
節
の

郭か
く
　
せ
い清
を
行
う
手
術
が
増
え
て

い
ま
す
。
こ
の
手
術
の
最
適

な
ス
テ
ー
ジ
は
Ⅱ
～
Ⅲ
で
す

が
、
遠
隔
部
に
転
移
が
認
め

ら
れ
る
ス
テ
ー
ジ
Ⅳ
で
も
、

大
腸
と
肝
臓
の
病
変
部
を
同

時
に
手
術
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
最
近
は
直
腸
が
ん
に

も
対
応
し
、
直
腸
の
切
断
手

術
な
ど
を
腹
腔
鏡
下
で
行
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

患
者
さ
ん
に
と
っ
て
腹
腔

鏡
手
術
の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト

は
、
術
後
の
傷
跡
が
小
さ
く

痛
み
も
少
な
い
の
で
、
回
復

が
早
く
１
週
間
～
10
日
程
度

で
退
院
で
き
る
こ
と
で
す
。

当
院
で
は
現
在
、
７
～
８
割

の
進
行
が
ん
の
患
者
さ
ん
が

腹
腔
鏡
手
術
を
受
け
て
お

り
、
好
評
で
す
。

昭
和
大
学
は
内
視
鏡
に
よ
る

診
断
と
治
療
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
ね
。

田
中　

は
い
。
我
が
国
で
い

ち
早
く
「
国
際
内
視
鏡
セ
ン

タ
ー
」
を
創
設
し
、内
視
鏡
に

よ
る
診
断
と
治
療
の
普
及
に

努
め
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、平
成
22
年
藤
が

丘
病
院
に
消
化
器
内
科
と
消

化
器
外
科
が
連
携
し
て
「
消

化
器
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
、

密
接
な
協
力
体
制
を
確
立
。

が
ん
の
治
療
に
つ
い
て
は
腫
瘍

内
科
や
緩
和
医
療
科
、
放
射

線
科
も
加
わ
っ
て
毎
週
１
回

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
（
Cancer 

Board）
を
開
催
し
、個
々
の

患
者
さ
ん
の
最
適
な
治
療
方

針
を
協
議
し
て
決
定
し
、
実

践
し
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
、
米
国
留
学
中
の

昭
和
63
年
に
初
め
て
、
内
視

大
腸
が
ん
の
腹
腔
鏡
手
術
は

ど
う
い
う
も
の
で
す
か
。
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最 新 医 療 情 報

危
険
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ

れ
に
よ
っ
て
患
者
さ
ん
の
身

体
へ
の
負
担
を
減
ら
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
通

常
よ
り
身
体
に
開
け
る
穴
の

数
を
減
ら
す
「
Ｒ
Ｐ
Ｓ
」（Re 

duced Port Surgery

）
な

ど
の
術
式
も
採
用
し
て
さ
ら

に
負
担
を
減
ら
し
、
腹
腔
鏡

手
術
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限

に
生
か
す
よ
う
心
が
け
て
い

ま
す
。

腹
腔
鏡
手
術
は

開
腹
手
術
よ
り
技
術
的
に

む
ず
か
し
い
の
で
は
？

田
中　
そ
の
た
め
、
日
本
内

視
鏡
外
科
学
会
で
は
部
位

別
、
進
行
度
別
に
腹
腔
鏡
手

術
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
定
め
、

公
認
の
技
術
認
定
医
が
執
刀

す
る
こ
と
を
推
奨
し
て
い
ま

す
。
当
院
で
は
万
一
の
事
故

が
起
き
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
、
専
門
的
な
教
育
や
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
み
重
ね
て

き
た
結
果
、
技
術
認
定
医
の

数
と
技
術
水
準
に
お
い
て
全

国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
入
っ

て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
身
体
に
大
き
な

傷
跡
の
残
る
開
腹
手
術
を
好

ま
ず
、
早
期
の
社
会
復
帰
を

望
む
患
者
さ
ん
が
ま
す
ま
す

増
え
て
く
る
で
し
ょ
う
。
そ

の
よ
う
な
中
で
腹
腔
鏡
手
術

の
ニ
ー
ズ
は
ま
す
ま
す
高

ま
っ
て
く
る
と
確
信
し
て
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
腹
腔
鏡
手
術
の

課
題
は
何
で
す
か
。

田
中　
や
は
り
今
、
一
番
求

め
ら
れ
て
い
る
の
は
手
術
の

「
安
全
性
」
で
す
。
当
面
は

公
認
の
技
術
認
定
医
の
下
、

す
べ
て
の
患
者
さ
ん
に
安
心

し
て
受
け
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
手
術
を
行
う
こ
と
が
最

も
重
要
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
う
え
で
、
こ
れ
か
ら

は
い
わ
ゆ
る
「
名
医
」
に
し

か
で
き
な
い
手
術
で
は
な

く
、
き
ち
ん
と
標
準
化
や
定

型
化
を
行
え
ば
、
普
通
の
外

科
医
で
も
執
刀
で
き
る
よ
う

な
腹
腔
鏡
手
術
の
術
式
を
開

発
・
普
及
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
た
め
に
一
人
で
も
多
く

の
認
定
医
を
養
成
す
る
の
が

私
の
使
命
で
、
当
院
で
大
腸

が
ん
の
手
術
を
受
け
た
患
者

さ
ん
が
、
も
う
一
度
同
じ
病

気
に
か
か
っ
た
ら
こ
こ
へ
来

て
手
術
を
受
け
た
い
し
、
友

だ
ち
に
も
薦
め
た
い
と
思
え

る
よ
う
な
消
化
器
・
一
般
外

科
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

鏡
の
一
種
で
あ
る
腹
腔
鏡
手

術
と
出
会
っ
た
時
の
衝
撃
は

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
お
な
か

を
切
ら
ず
に
テ
レ
ビ
モ
ニ

タ
ー
を
見
な
が
ら
行
う
手
術

は
今
で
は
当
た
り
前
の
よ
う

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
当

時
は
最
先
端
の
手
術
で
し

た
。
帰
国
後
に
秋
田
大
学
か

ら
昭
和
大
学
の
横
浜
市
北
部

病
院
へ
移
り
、
主
に
大
腸
が

ん
の
腹
腔
鏡
手
術
を
担
当
。

質
量
と
も
に
我
が
国
の
ト
ッ

プ
ラ
ン
ナ
ー
の
一
人
に
な
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
自
負
し

て
い
ま
す
。

実
際
の
腹
腔
鏡
手
術
で
は

さ
ら
に
改
良
を

加
え
て
い
る
と
か
。

田
中　
将
来
的
に
は
身
体
の

表
面
に
傷
跡
を
ま
っ
た
く
残

さ
な
い
新
し
い
治
療
法
も
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、当
院
で

は
そ
こ
へ
至
る
中

間
段
階
と
し
て
、

腹
腔
鏡
手
術
で
切

除
し
た
腸
管
や
腫

瘍
を
肛
門
や
膣
か

ら
摘
出
す
る
「
Ｎ

Ｏ
Ｓ
Ｅ
」（Natural 

O
rifice Specim

 

en Extraction

）

と
い
う
術
式
を
開

発
し
ま
し
た
。
従

来
は
、
そ
の
た
め

に
切
開
し
て
摘
出

せ
ざ
る
を
え
な

か
っ
た
の
で
腹
部

の
キ
ズ
が
増
え
、

合
併
症
を
起
こ
す

腹腔鏡を使用しての手術
（左が田中淳一先生）
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医療ク ロ ー ズ ア ッ プ

　横浜市には、毎日24時間、病
気やけがの時の緊急度判定
と、その時に受診できる医療機
関案内を電話相談で行える救
急相談センター（＃7119）と、イ
ンターネットでの項目選択で
緊急度判定が行える救急受診
ガイドのサービスがあります。
　＃７１１９は、横浜市内から、
固定電話でも携帯電話でも、
局番などなしで直接かけられ
る電話番号です。病気やけが
がどの程度緊急かを判断する
救急電話相談と、既にかかり
たい診療科がわかっていれ
ば、その時受診可能な所を教
えてくれる医療機関案内があ
ります。救急電話相談は、こ
れまで子供に限定されていま
したが、全年齢に対応した電

話相談に発展改変されまし
た。このサービスは、全国の
自治体の中では６番目に整備
されました。関東では東京都
に次いで２番目の提供の開始
となります。
　「夜間、休日に急病になっ
た場合は」ということで、今
読んでいただいている「みん
なの健康」の裏表紙に、それ
ぞれの時間で受診できる医療
機関の一覧もありますので、
ぜひ保存しておいてください。
　救急受診ガイドは、インター
ネットから参照できる緊急度
判断のシミュレーションツー
ルで、救急車を呼ぶべきかの
判断の参考となります。普段
から、こんなことがあったらど
うしよう？というような、皆様

の緊急事態に対するシミュ
レーションにもなりますので、
ご興味がありましたらご参照く
ださい。
http://www.city.yokohama.
lg.jp/shobo/qq/jushinguide/
age.html　
下記QRコードからも。
　急な病気やけがは予測がつ
きません。
　普段から、どのような相談
窓口があり、ご自分の住まい
や仕事先の周辺にどのような
施設があるのか、ちょっと気
にしてみてください。万が一
の時にお役に立つでしょう。
　迷ったら＃７１１９でご相談く
ださい。

＃7119と救急受診ガイド

急な病気やけがで受診の相談をしたいときは� 年中無休・24時間対応

音声案内が流れ始めたら

・�いま行ける医療機関を知りたい
・�どの科を受診するか決まっている

・受診した方がいいか？
・どの科がいいか？
・�119番通報した方がい
いか？

相談
したい

横浜市医師会常任理事

西
にし

山
やま

 貴
たか

郁
ふみ

 先生

横浜市の救急医療サービス

ご利用時の留意事項
◉�お薬の飲み方などの質問や、現在か
かっている病気の相談、セカンドオ
ピニオン、健康相談等についてはお
受けできません。
◉�受診の際は、必ず各病院・診療所に
診察状況・混雑状況等をご確認の
うえ、お出かけください。
◉�ご利用の時間帯によっては、混雑に
よりつながりにくい場合があります。

※緊急時はすぐに119番で救急車を呼びましょう。

横浜市救急受診ガイド
パソコンやスマートフォンの画面上
で、急な病気やけがの緊急性を確認
できます。
「横浜市救急受診ガイド」で検索、また
は右のQRコードから
もアクセスできます。
各区消防署にて、冊子
版も配布しています。

または☎045-222-7119（すべての電話でご利用いただけます）

【救急電話相談】
症状に基づき、緊急性や
受診の必要性を看護師が
アドバイスします。

【医療機関案内】
受診できる病院・診療所
をご案内します。

電話機の

を選択
1番

電話機の

を選択
2番

横浜市
救急相談
センター

み
ん
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予防救急

中区の高齢者人口は、どれくらいですか。
向山  横浜市の統計（平成26年９月現在）
によると、中区の人口は約15万です。この
うち約3万3千人が65歳以上の高齢者で、高
齢化率は約22％にのぼります。今後、団塊
世代が75歳以上の後期高齢者に向かうた
め、在宅医療・介護の充実をはじめ、高齢
者対策が喫緊の課題になっています。
　そこで、中区医師会では４年前に「在宅医
療部」を立ち上げました。現在は、ここを中
心に在宅医療の取り組みに力を入れています。

具体的にどのような取り組みを
行っていますか。
向山　まず一つは、区民の皆さんが住み慣
れた自宅で、安心して療養生活を送れるよ
う、医療や福祉の関係者が協力し合い、地
域ぐるみで在宅医療・介護を支えていくた
めの連携拠点づくりです。
　この拠点として、中区医師会では行政と
協力し、平成27年１月に、中区医療センター
の中に、新たに「在宅医療相談室」をオー
プンさせました。
古泉　「中区在宅医療相談室」には現在、ケ
アマネジャーの資格を持つ看護師がおり、病
院を退院して、在宅医療へ移行する際のか
かりつけ医や往診医の紹介、訪問看護や介
護サービスについての相談など、在宅医療
や介護に関する様々な相談に応じています。

　相談室ではまた、
在宅医療に関する区
民アンケートも実施。
その結果、多くの区民
が病院ではなく、自宅
での医療・介護と看
取りを希望している
ことが分かりました。

向山　中区医師会の取り組みの中で、もう
一つ特徴的なのは、在宅医療のサポートに
積極的なJCHO横浜中央病院との連携で
す。同病院は３年前に「地域包括ケア病棟」
を開設、在宅後方支援病院施設となりまし
た。在宅療養中の高齢者の容態が急変した
際などに、入院できるよう専用のベッドを
用意したり、リハビリ施設を完備していま
す。在宅医療を強力にバックアップしてく
れる中核病院が地元の中区に存在すること
は、われわれ区医師会にとっても大変に心
強く、今後も緊密に連携を取り合っていき
たいと考えています。

訪問看護ステーションや居宅支援センター
など、中区の取り組みはどうなっていますか。
古泉　中区医師会が設立・運営する訪問看
護ステーションは、平成７年秋に誕生しま
した。以来、今日まで22年間、在宅で療養
を続ける患者さん宅を訪問して、様々な看
護サービスの提供に努めてきました。
　現在は看護師（10名）と事務員（２名）
の総勢12名のスタッフで、ステーションを
運営しています。超高齢化を背景に、訪問
看護の需要も増える一方で、平成27年度
は、延べ4300件もの利用がありました。
　また訪看ステーションは、居宅支援セン
ターとの併設型のため、がん末期の患者さ
んの看取りまでを含めたケア依頼が多いの
が特徴です。

今後の取り組みは？
向山  今の悩みは訪問診療を行う在宅医の絶
対数が少ないこと。また訪問看護師不足も深
刻です。このままでは急増する在宅医療の
ニーズに対応し切れません。今後は在宅医を
増やす施策などにも力を注ぎたいと思います。

在宅医療の今

在宅医療の今

在宅医療の

在宅医療の今

今

療養支援に積極的な地元病院とも連携

　横浜の中核を成す「中区」でも高齢化が年々進み、在宅医療の需要が高まっています。そこで、中
区医師会の向山秀樹会長と中区医療センター・訪問看護ステーション管理者の古泉順子さんに、「中
区の在宅医療事情」について聞きました。

古泉順子さん　向山秀樹会長

「中区在宅医療相談室」
を新設
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「
ポ
ン
」「
チ
ー
」「
カ
ン
」…
。

横
浜
市
港
南
区
の
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
「
蓬
莱
荘
」
で
、月

２
回
（
第
２
・
４
月
曜
日
）

開
か
れ
る「
健
康
麻
雀
教
室
」。

シ
ニ
ア
世
代
の
男
女
が
楽
し

げ
に
ゲ
ー
ム
に
興
じ
ま
す
。

熟
年
女
性
中
心
に
人
気
上
昇

 　
「
脳
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
効

果
」
に
着
目
し
て
、
同
セ
ン

タ
ー
が
健
康
麻
雀
教
室
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
の
は
４
年

前
。
今
で
は
趣
味
の
教
室
の

一
つ
と
し
て
、
す
っ
か
り
定

着
し
、
人
気
は
上
々
で
す
。

　

こ
こ
の
麻
雀
教
室
で
は
、

健
康
麻
雀
を
広
く
普
及
さ
せ

た
い
と
の
狙
い
か
ら
、
参
加

で
き
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
麻

雀
牌
を
触
っ
た
こ
と
の
な
い

よ
う
な
初
心
者
だ
け
。
そ
の

た
め
、
生
徒
の
大
半
は
シ
ニ

ア
世
代
の
女
性
た
ち
で
す
。

　

教
室
は
毎
回
、
麻
雀
の
イ

ロ
ハ
を
学
ぶ
た
め
の
座
学
か

ら
始
ま
り
ま
す
。

　

初
め
に
麻
雀
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
資
格
を
持
つ
金
丸
ゆ

か
り
先
生
が
、
麻
雀
入
門
の

テ
キ
ス
ト
と
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー

ド
を
使
っ
て
、
基
本
の
あ
が

り
役
な
ど
を
分
か
り
や
す
く

解
説
。
そ
れ
が
終
わ
る
と
早

速
、
実
戦
練
習
で
す
。

　
「
ジ
ャ
ラ
ジ
ャ
ラ
、
ガ
ラ
ガ

ラ
」。
全
員
で
麻
雀
牌
を
か

き
混
ぜ
、
２
段
重
ね
に

積
み
上
げ
ま
す
。
と
こ

ろ
が
、
初
心
者
に
は
こ

の
手
積
み
が
な
か
な
か

難
し
く
、
す
ぐ
に
崩
れ

て
、や
り
直
す
こ
と
も
。

　

ゲ
ー
ム
が
始
ま
る

と
、
金
丸
先
生
が
各
卓

を
回
っ
て
、
指
導
に
当
た
り

ま
す
。
あ
る
卓
で
は
、「
先

生
、
こ
れ
リ
ー
チ
で
い
い
ん

で
す
よ
ね
」
と
質
問
さ
れ
、

「
確
か
リ
ー
チ
は
ま
だ
教
え

て
い
な
か
っ
た
わ
よ
ね
。
だ

か
ら
、
今
は
や
め
と
き
ま

し
ょ
」
と
、
や
ん
わ
り
ア
ド

バ
イ
ス
。
こ
う
し
た
質
問
が

相
次
ぎ
、
先
生
は
大
忙
し
で

す
。

　

別
の
卓
で
は
、
あ
が
り
牌

を
積
も
っ
た
女
性
が
、「
あ
ら

私
、あ
が
っ
ち
ゃ
っ
た
」
と
喜

び
の
声
。
手
の
内
を
の
ぞ
き

見
た
隣
の
女
性
が
「
ち
ょ
っ

と
待
っ
て
。
肝
心
の
ア
タ
マ

が
な
い
じ
ゃ
な
い
。
そ
れ

じ
ゃ
、あ
が
れ
な
い
わ
よ
」
と

注
意
し
ま
す
。

〝
脳
ト
レ
〟で
ボ
ケ
防
止
も

　

麻
雀
と
言
え
ば
、〝
不
健

康
〟
の
代
名
詞
の
よ
う
に
言

わ
れ
た
り
も
し
ま
し
た
。
し

か
し
、最
近
は
様
相
が
一
変
。

よ
り
健
康
を
重
視
し
た
方
向

へ
、
流
れ
が
変
わ
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　

蓬
莱
荘
の
本
山
忠
範
所
長

も
「
こ
こ
で
は
吸
う
、飲
む
、

賭
け
る
と
い
っ
た
行
為
は
一

切
禁
止
で
す
。
勝
ち
負
け
を

競
う
よ
り
も
、
明
る
く
、
和

気
あ
い
あ
い
と
ゲ
ー
ム
を
楽

し
ん
で
も
ら
い
ま
す
。」
と

強
調
し
ま
す
。

　

麻
雀
で
は
、
様
々
な
局
面

で
「
ポ
ン
」「
チ
ー
」「
ツ
モ
」

「
リ
ー
チ
」
な
ど
大
き
な
声

を
発
し
ま
す
。
ま
た
絶
え
ず

指
先
を
動
か
し
、
さ
ら
に
相

手
の
手
の
内
を
読
ん
だ
り
、

素
早
く
点
数
を
計
算
し
た

り
、
頭
も
使
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
麻
雀
に
特
有
の

こ
う
し
た
要
素
を
挙
げ
、
金

丸
先
生
は
「
脳
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
に
最
適
。
特
に
シ
ニ
ア

の
方
の
場
合
は
、
認
知
症
の

予
防
な
ど
に
役
立
つ
の
で

は
」
と
語
り
ま
す
。

　

実
際
、
初
心
者
の
生
徒
さ

ん
た
ち
も「
麻
雀
の
お
陰
で
、

頭
の
体
操
が
で
き
、
若
返
っ

た
み
た
い
」（
小
松
ス
イ
子
さ

ん
）
と
、元
気
い
っ
ぱ
い
で
す
。

吸
わ
ず
・
飲
ま
ず
・
賭
け
ず

健
康
麻
雀
で
元
気
一
杯

み
ん
な
の
健
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合待 室

表紙イラスト/根岸森林公園（中区）
日本初の洋式競馬が行われた横浜
競馬場の跡地で、旧スタンドはJ.H. 
モーガンの設計。隣接する馬の博
物館では、乗馬やポニーとのふれ
あいが体験できる。

柴
し ば

田
た

　利
と し

満
み つ

 先生横浜市小児科医会
（医）しばた医院　院長

　先日、ニュースで「おたふく
かぜ罹患後の難治性難聴の頻
度が高い」との報道後、ワク
チン接種に関する質問、在庫
の問い合わせが結構ありまし
た。又、昨年には関西空港の
職員の麻疹流行により麻疹ワ
クチンの不足が全国的に問題
となりました。これらの報道よ
り知って欲しいことがありま
す。第１に「感染症による後
遺症は非常に重篤な疾患があ
り、予防接種により、その確率
を下げる事が可能である」、第
２に「伝染病は子供だけの病
気ではなく、１人の患者が仕事
場、人の多く集まる場所にいる
と短時間にかつ広範囲に流行
する」ということです。現在
の医学ではこれらの感染症に
有効な薬剤もありますが、感染
症対策としては完全でないに
しても「予防に勝る治療なし」
は今も昔も変わりません。予
防接種に関する正確かつ最新
の情報は、小児科・ワクチン
に興味のある内科等の医師に
聞くと良いでしょう。ワクチン
で防げる伝染性疾患（ＶＰＤ）
から自分の身を守る為に是非、
ワクチン接種をお勧めします。
� （K.O）

保育園の健診で
心臓に雑音があるといわれました

５
歳
の
男
の
子
で

体
重
は
20
㎏
で
す
。先
日
、

保
育
園
の
健
診
で
心
臓
に
雑
音
が

あ
る
と
い
わ
れ
ま
し
た

　

毎
日
の
生
活
は
ど
の
よ
う
で

す
か
？

今
ま
で
元
気
に
発
育
し

顔
色
も
よ
く
食
欲
も
旺
盛
で

活
発
に
遊
び
ま
わ
る
子
供
で
す
。

特
に
大
き
な
病
気
は

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん

　

聴
診
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
心

臓
に
弱
い
雑
音
が
聞
こ
え
ま

す
。
心
臓
は
１
分
間
お
よ
そ
80

回
規
則
正
し
く
打
っ
て
い
て
、

肺
の
呼
吸
の
音
な
ど
正
常
で

す
。
聴
診
の
所
見
か
ら
機
能
性

心
雑
音
と
思
わ
れ
ま
す
。

心
雑
音
と
は

　

心
臓
や
心
臓
付
近
の
血
管

か
ら
聞
こ
え
る
雑
音
を
ま
と

め
て
心
雑
音
と
言
っ
て
い
ま

す
。
正
常
の
心
臓
は
、
1
分
間

に
お
よ
そ
80
回
、
収
縮
と
拡
張

を
繰
り
返
し
、
聴
診
器
で
は
心

臓
の
弁
が
閉
じ
る
音
が
一
音
、

二
音
、一
音
、二
音
…
（
ト
ン
、

ト
ン
、
ト
ン
、
ト
ン
︙
）
と
繰

り
返
し
て
聞
こ
え
、
心
雑
音
は

あ
り
ま
せ
ん
。
心
雑
音
が
聞
こ

え
る
時
は
、
こ
の
一
音
と
二
音

の
間
に
聞
こ
え
ま
す
。
小
児
科

領
域
で
は
、
心
雑
音
と
い
う
と

生
ま
れ
つ
き
の
心
臓
病
と
関

連
付
け
て
考
え
る
こ
と
が
多

い
で
す
。
心
雑
音
が
聞
こ
え
る

先
天
性
心
疾
患
は
数
多
く
あ

り
、
心
臓
病
が
発
見
さ
れ
る

き
っ
か
け
の
一
つ
に
な
り
ま

す
。

機
能
性
心
雑
音
と
は

　

機
能
性
心
雑
音
は
、
正
常
の

心
臓
が
収
縮
す
る
と
き
に
血
液

の
流
れ
で
発
生
し
、
聴
診
で
の

音
の
特
徴
は
、
短
く
て
比
較
的

弱
い
音
で
す
。
特
徴
の
あ
る
音

な
の
で
心
臓
病
の
雑
音
と
は
聞

き
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

機
能
性
心
雑
音
は
、
子
供
で
よ

く
聞
か
れ
、
発
育
す
る
に
つ
れ

て
消
失
し
ま
す
。
聴
診
し
て
い

る
環
境
に
も
よ
り
ま
す
が
、

３
、
４
歳
だ
と
８
割
近
く
も
聞

こ
え
る
と
い
い
ま
す
。
保
育
園

や
小
学
校
で
の
健
康
診
断
は
、

静
か
な
場
所
と
は
言
え
な
い
の

で
す
が
、
そ
れ
で
も
園
児
や
低

学
年
児
童
の
20
～
30
％
の
子
供

に
機
能
性
心
雑
音
が
聞
こ
え

ま
す
。

今
後
は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら

い
い
で
し
ょ
う

　

こ
の
お
子
さ
ん
は
、
典
型
的

な
機
能
性
心
雑
音
で
、
病
気
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
治
療
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。
成
長
に
つ
れ

て
消
え
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

み
ん
な
の
健
康
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午前0時以降における
初期救急診療は

※受診する際は、必ず事前に電話確認してください。

内 　 　 　 　 　 科
鶴見区 汐田総合病院 ☎（045）574−1011
西区 けいゆう病院 ☎（045）221−8181
中区 横浜中央病院 ☎（045）641−1921
保土ケ谷区 聖隷横浜病院 ☎（045）715−3111
旭区 上白根病院 ☎（045）951−3221
旭区 横浜旭中央総合病院 ☎（045）921−6111
港北区 菊名記念病院 ☎（045）402−7111
緑区 横浜新緑総合病院 ☎（045）984−2400
青葉区 横浜総合病院 ☎（045）902−0001
戸塚区 戸塚共立第1病院 ☎（045）864−2501
戸塚区 戸塚共立第２病院 ☎（045）881−3205
戸塚区 東戸塚記念病院 ☎（045）825−2111

小 児 科（ 小 児 救 急 拠 点 病 院 ）
都筑区 昭和大学横浜市北部病院 ☎（045）949−7000
港北区 横浜労災病院 ☎（045）474−8111
鶴見区 済生会横浜市東部病院 ☎（045）576−3000
保土ケ谷区 横浜市立市民病院 ☎（045）331−1961
戸塚区 国立病院機構横浜医療センター ☎（045）851−2621
中区 横浜市立みなと赤十字病院 ☎（045）628−6100
港南区 済生会横浜市南部病院 ☎（045）832−1111

休 日・夜 間 に 急 病 に な っ た 場 合 は
休 日 の 昼 間 は こ ち ら へ

内科・小児科  診療時間：午前10時〜午後4時
旭区休日急患診療所 ☎（045）363−2020
泉区休日急患診療所 ☎（045）801−2280
磯子区休日急患診療所 ☎（045）753−6011
神奈川区休日急患診療所 ☎（045）317−5474
港南区休日急患診療所 ☎（045）842−8806
港北区休日急患診療所 ☎（045）433−2311
栄区休日急患診療所 ☎（045）893−2999
瀬谷区休日急患診療所 ☎（045）302−5115

都筑区休日急患診療所 ☎（045）911−0088
鶴見区休日急患診療所 ☎（045）503−3851
戸塚区休日急患診療所 ☎（045）861−3335
中区休日急患診療所 ☎（045）622−6372
西区休日急患診療所 ☎（045）322−5715
保土ケ谷区休日急患診療所 ☎（045）335−5975
緑区休日急患診療所 ☎（045）937−2300
南区休日急患診療所 ☎（045）731−2416

内科・小児科・※歯科  診療時間：午前10時〜午後4時
金沢区休日救急診療所 ☎（045）782−8785
※但し、歯科についてはＧＷ・年末年始を除いて、午前１０時～正午まで

内科・小児科  診療時間：午前9時〜12時 午後1時〜4時
青葉区休日急患診療所 ☎（045）973−2707
　

毎 日 の 夜 間 は こ ち ら へ
横浜市夜間急病センター　　☎（045）212−3535
内科・小児科・眼科・耳鼻科：午後８時～午前０時
横浜市北部夜間急病センター ☎（045）911−0088
都筑区休日急患診療所1階  内科・小児科：午後8時〜午前0時
横浜市南西部夜間急病センター ☎（045）806−0921
泉区休日急患診療所  内科・小児科：午後8時〜午前0時

横浜市救急相談センター
＃7119
または

☎045-222-7119

①医療機関案内　24時間年中無休

②救急電話相談　24時間年中無休

横浜市歯科保健医療センター ☎（045）201−7737
休日・夜間救急歯科診療 休日診療：午前10時〜午後4時 夜間診療：午後7時〜11時

看護師が症状をお聞きして緊急性や受診の必要性
などについてアドバイスを行います。

＃7119（携帯電話、PHS、プッシュ回線）
または☎045-222-7119（全ての電話対応）

救急電話相談の受付が
24時間 年中無休となりました

【医療機関案内（プッシュ１番）】
【救急電話相談（プッシュ２番）】
受
付
時
間

年中無休
24時間受付

ラジオ日本 AM1422kHz
にて放送中です

◆こんな時どうする？　
保育園の健診で
心臓に雑音があると
いわれました

ラジオ
番 組みんなの健康ラジオ

毎週木曜日　午前11:05～11:10
（『Hello！Ｉ,Radio』内で放送）
※再放送は毎週日曜日午前5：40放送

横浜市医師会
小児科医会・精神科医会・

プライマリケア医会
第４回 市民公開講座

かかりつけ医・
発達障害・

予防接種について

お問い合わせ先▶ 横浜市医師会学術広報課 ☎045―201―7362

日　時　平成29年4月13日（木）
　　　　午後2時～午後4時35分
場　所　横浜市健康福祉総合センター
　　　　４階ホール
　　　　（横浜市中区桜木町１－１）
　　　　※事前申し込みは不要です。   

み
ん
な
の
健
康
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